
学園だより学園だよよよりりり
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■問い合わせ・申し込み　株式会社ＪＥＩ　☎�３７２０

　　成羽病院通信　　　　　　   ■問い合わせ　☎�３１１１

　寒くなり、インフルエンザの流行する季節が近づいてきました。今回は、日常生活でできる
インフルエンザの予防方法についてお話しします。
　インフルエンザは、通常の風邪とは違い、急な発熱（３８～４０度）がでるのが特徴の一つです。
体調を整えて、インフルエンザウイルスに接触しないことが一番大切です。

予防方法として、
　①栄養と休養を十分にとる。　②適度な温度・湿度を保つ。
　③人ごみをさける。　　　　　④マスクを着用する。
　⑤外出後の手洗い、うがいをする。

　また、ワクチン接種も有効な予防方法です。対象年齢・接種量・接種間隔などについては、
下の表を参考にしてください。不明な点は、かかりつけ医にご相談ください。

インフルエンザについて

　「いまさら聞けない相続・贈与のあれこれ」をテーマに、専門家を講師に迎え、
相続セミナーを開催します。この機会に相続について学んでみませんか？市民
の皆さんのご参加をお待ちしています。

日 時：１１月２７日㈬　午後５時３０分～午後７時（受付：午後５時）
場 所：順正学園　国際交流会館（※駐車場あり）
受 講 料：無料
テ ー マ：「いまさら聞けない相続・贈与のあれこれ」
講 師：早川健一氏（日本ＦＰ協会会員　ファイナンシャルプランナー）
　　 　　　※数多くの相続案件のコンサルティングをはじめ、企業からのライフプランセミナー講師等も

多数こなす、金融・保険のスペシャリスト。
内 容：①借入すると相続税が安くなる？②配偶者が半分相続は有利か？③相続より贈与の方が

税金が高い？④物納について⑤小規模宅地の特例など、基本的なことをまとめたセミナ
ーです。生命保険活用術も含め、具体的にその内容・方法をご紹介します。

申 込 方 法：１１月２２日㈮　午後４時までに電話にてお申し込みください。

「専門家の話が聞ける！相続セミナー」を開催

成羽病院　小児科

レストラン「ラ・エスペランサ」
　秋のイタリアンランチフェア第２弾！� １１月末まで開催中！
場 所：順正学園国際交流館１階（奥万田町）　※駐車場１０台程度
営業時間：平日　午前１１時３０分～午後２時（※土・日曜日、祝日は休業）

年　　齢 ６カ月～１３歳未満 １３歳以上
接種回数 ２回 １回または２回

２回接種の間隔 およそ２～４週間隔 およそ１～４週間隔
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を
研
究
す
る
の
が
「
地
名
学
」
（
地
理

学
）
で
、
最
近
で
は
研
究
が
か
な
り
進

ん
で
き
ま
し
た
。

　

中
で
も
最
も
初
歩
的
で
代
表
的
な
地

名
に
「
日ひ

名な

」
と
「
陰お
ん

地じ

」
が
あ
り
ま
す
。

市
内
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
見
ら
れ
る
地

名
で
、「
日
名
の
端は
た

」
、「
日
名
の
谷た
に

」
、

「
日
名
の
前ま
え

」
な
ど
小
地
名

3

3

3

の
「
日
名
」

が
川
上
町
や
備
中
町
、
玉
川
町
、
宇
治

町
な
ど
で
見
ら
れ
ま
す
。
中
で
も
大
地

3

3

名3

と
し
て
は
、
成
羽
町
の
「
日
名
」
が

有
名
で
す
。

　

成
羽
町
の
「
日
名
」
は
、
吉
備
高
原

を
侵
食
し
て
流
れ
る
日
名
川
沿
い
に
、

小
さ
な
河
成
段
丘
面
が
両
側
の
急
き
ゅ
う

峻し
ゅ
んな

山
に
挟
ま
れ
た
地
域
に
集
落
が
発
達
し

て
い
る
場
所
と
、
日
名
川
上
流
に
は
、

熊
谷
川
が
合
流
し
て
い
て
、
枝
状
に
分

か
れ
た
谷
に
沿
っ
て
集
落
が
点
在
し
た

と
こ
ろ
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

「
日
名
」
は
、
成
羽
八
幡
神
社
旧
記

（
「
渡
辺
家
文
書
」
・
「
成
羽
町
史
」
）

に
享
き
ょ
う

禄ろ
く

二
年
（
一
五
二
九
）
の
こ
と
と

し
て
「
成
羽
之
庄し
ょ
う

六
ケ
村
末ま
っ

社し
ゃ

定
り
之

事
」
の
中
に
『
日
名
村

3

3

3

に
は
当
宮
地
の

丑う
し

寅と
ら

御お
ん

前ざ
き

を
勧か
ん

請じ
ょ
う

有あ
り

て
丑
寅
御
前
大

明
神
を
安あ
ん

鎮ち
ん

被も
う

申さ
れ

け
り
』
と
あ
り
、

室
町
時
代
か
ら
「
日
名
村
」
だ
っ
た
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。
そ
の
後
の
「
正
し
ょ
う

保ほ
う

郷ご
う

帳ち
ょ
う」
（
正
保
二
・
三
年
＝
一
六
四
五

〜
四
六
）
に
「
日
名
村
」
と
し
て
村
名

が
あ
が
っ
て
い
て
、
石
高
五
四
五
石
余

と
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
元

禄
一
四
年
（
一
七
〇
一
）
の
「
元
禄
郷

帳
」
で
は
「
日
名
村
」
が
「
上
日
名
村
」

と
「
下
日
名
村
」
の
二
村
に
分
け
ら
れ

て
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
明
和
三
年

（
一
七
六
六
）
の
「
成
羽
山
崎
領
村
々

田
畑
高
之
覚
」
（
「
山
崎
家
文
書
」
・

「
成
羽
町
史
」
）
に
よ
れ
ば
、
「
上

日
名
村
」
五
〇
三
石
余
、
「
下
日
名

村
」
六
二
〇
石
余
り
と
書
か
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
「
備
中
誌
」
（
嘉
永
六
年
＝

一
八
五
三
）
に
「
上
日
名
村
」
五
〇
八

石
余
、
枝
村
に
日
名
畑ば
た

・
和わ

名な

手で

を
あ

げ
、
家
数
九
六
軒
、
人
数
五
〇
〇
人
と

あ
り
、
「
下
日
名
村
」
に
は
五
六
三
石

余
り
、
家
数
九
四
軒
、
人
数
四
二
四
人
、

枝
村
に
渡わ
た

雁か
り

と
畑は
た

を
あ
げ
て
い
ま
す
。

「
上
日
名
村
」
熊
谷
川
上
流
の
高
原
（
海

抜
三
三
〇
㍍
）
の
地
域
は
、
明
和
三
年

の
「
前
掲
書
」
に
「
福ふ
く

松ま
つ

新
開
田
畑
高

一
五
石
余
」
と
あ
っ
て
、
山
崎
領
の
新

開
地
だ
っ
た
場
所
で
あ
る
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。

　

「
正
保
郷
帳
」
に
は
、
福
松
新
田

一
八
石
と
記
録
が
見
ら
れ
、
そ
の
後
の

明
治
に
は
「
上
日
名
村
」
に
統
合
さ
れ

て
い
ま
す
（
「
地
方
行
政
区
画
便
覧
」

＝
一
八
八
六
年
）
。
現
在
の
成
羽
町
「
日

名
」
に
は
「
上
日
名
」
と
「
下
日
名
」

の
総
氏
神
で
成
羽
八
幡
神
社
の
地
に
あ

っ
た
丑
寅
御
前
を
勧
請
し
た
と
い
わ
れ

る
御
前
大
明
神
が
鎮
座
し
、
参
道
に
は

安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
の
常
夜
灯
や

頭
を
角
刈
り

3

3

3

に
し
た
よ
う
な
愛
き
ょ
う

の
あ
る
、
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
銘

の
狛こ
ま

犬
、
そ
し
て
境
内
に
は
安
政
一
三

年
（
一
八
〇
〇
）
の
石
燈
ろ
う
な
ど
が
、

ま
た
参
道
入
口
の
県
道
を
隔
て
た
場
所

に
は
、
御み

輿こ
し

の
御お

旅た
び

所し
ょ

が
残
っ
て
い
て

「
栄
え
て
い
た
時
代
の
日
名
」
の
信
仰

の
厚
さ
を
し
の
ば
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

ま
た
「
下
日
名
」
の
高
台
に
は
、
宝

永
三
年
（
一
七
〇
六
）
創
建
と
い
わ
れ

る
真
言
宗
実
相
寺
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
「
日
名
」
と
い
う
地
名
は
、
中

国
地
方
い
た
る
と
こ
ろ
に
見
ら
れ
ま

す
。
特
に
吉
備
高
原
や
中
国
山
地
な
ど

の
起
伏
の
多
い
地
形
の
と
こ
ろ
で
は
、

日
照
り
が
山
の
高
さ
や
斜
面
に
よ
っ
て

差
が
あ
り
、
古
く
か
ら
農
業
生
産
に
影

響
す
る
た
め
に
、
山
間あ
い

で
は
特
に
意
識

さ
れ
、
日
当
た
り
の
よ
い
場
所
が
「
日

名
」
（
日ひ

向な
た

・
日ひ

南な

）
の
地
名
と
な
り
、

反
対
に
日
陰
に
な
る
場
所
に
「
陰お
ん

地じ

」

「
隠お
ん

地じ

」
な
ど
の
地
名
と
な
っ
て
表
現

さ
れ
て
い
ま
す
。
ど
ち
ら
も
地
域
の
集

落
の
立
地
条
件
を
示
す
も
の
で
「
日
名
」

は
「
日
当
た
り
の
よ
い
場
所
」（
土
地
）
、

「
南
向
き
斜
面
」
「
日
に
向
か
う
地
」

と
い
う
意
味
で
つ
け
ら
れ
て
い
る
地
名

で
、
自
然
地
名
（
気
象
地
名
）
の
一
つ

で
、
地
形
も
想
像
が
で
き
る
よ
う
な
分

か
り
や
す
い
地
名
な
の
で
す
。

 

（
文
・
松
前
俊
洋
さ
ん
）

　

私
た
ち
が
住
ん
で
い
る
周
り
に
は
、

た
く
さ
ん
の
地
名
が
あ
り
ま
す
。
地
名

は
私
た
ち
の
生
活
に
必
要
で
あ
る
た
め
、

で
き
た
も
の
で
す
。
そ
れ
ゆ
え
、
意
味

や
由
来
な
ど
が
話
題
に
な
り
興
味
が
湧

き
ま
す
。
地
名
は
そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
の

イ
メ
ー
ジ
を
表
現
し
、
そ
の
地
域
の
歴

史
や
土
地
の
事
情
や
性
質
を
言
い
表
し

て
、
必
ず
何
ら
か
の
意
味
を
持
っ
て
い

ま
す
。
ま
さ
に
地
名
は
「
歴
史
の
生
き

証
人
」
な
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
地
名

地
名
を
あ
る
く

九
十
一  　　
　
　

 

日　

名
「日名本村」付近を望む


